
担当課別の措置状況　（※１つの指摘・意見が複数の課等にまたがる場合があるため，上記 「指摘・意見の数」 とは一致しない。）

措置済み 措置中 措置予定 検討中 不措置 措置済み 措置中 措置予定 検討中 不措置

病院局 13 13 28 26 2

3 3 1 1

10 10 27 25 2

中央病院 8 8 14 13 1

1 1

8 8 13 12 1

3 3 9 8 1

4 4 4 4

（地独）鳴門病院 1 1 11 11

1 1

事務局人事課 1 1

1 1

4 4

2 2

3 3

徳島県医療政策課 1 1

29 29 67 63 4

100% 100.0% 100.0% 94.0% 6%

（参考）
令和２年５月２９日公表分
指摘・意見の数　　指摘１７（うち措置済み１４，検討中３，未措置０）　　意見４０（うち措置済み３４，検討中６，未措置０）

令和元年５月３１日公表分
指摘・意見の数　　指摘１７（うち措置済み１４，検討中３，未措置０）　　意見４０（うち措置済み３４，検討中６，未措置０）

平成３０年５月３１日公表分
指摘・意見の数　　指摘１７（うち措置済み１４，検討中３，未措置０）　　意見４０（うち措置済み３０，検討中１０，未措置０）

平成２９年５月３１日公表分
指摘・意見の数　　指摘１７（うち措置済み１４，検討中３，未措置０）　　意見４０（うち措置済み２８，検討中１２，未措置０）

平成２８年５月１３日公表分
指摘・意見の数　　指摘１７（うち措置済み７，検討中１０，未措置０）　　意見４０（うち措置済み２７，検討中１３，未措置０）

平成２７年９月３０日公表分

指摘・意見の数　　指摘１７（うち措置済み６，検討中１１，未措置０）　　意見４０（うち措置済み９，検討中３１，未措置０）

　（※１つの意見に複数の措置をとったものがあるため，合計数とは一致しない。）

措 置 状 況 総 括 表
令和３年５月２８日公表分

平成２６年度監査テーマ：徳島県の病院事業の財務に関する事務の執行全般並びに地方独立行政法人徳島県鳴門病院 の財務に関する事務の執行全般

指摘・意見の数 指摘１７（うち措置済み１７，措置中０，措置予定０，検討中０，不措置０）　　意見４０（うち措置済み４０，措置中０，措置予定０，検討中０，不措置２）

総務課

経営改革課

薬剤局

事務局

三好病院　事務局

海部病院　事務局

　　　　　　　　　　　 措置状況

担当課等

指　　　　　摘 意　　　　　見

指摘１７（うち措置済み１６，措置中０，措置予定１，検討中０，不措置０）　　意見４０（うち措置済み３９，措置中０，措置予定１，検討中０，不措置２）

医務局薬剤部

事務局施設課

事務局経理課

事務局用度課

事務局医事課

合計（※）

構成比
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措 置 状 況 一 覧 表

平成２６年度監査テーマ：徳島県の病院事業の財務に関する事務の執行全般並びに地方独立行政法人徳島県鳴門病院の財務に関する事務の執行全般

Ⅱ 中央病院

報告書
項 目 指 摘 及 び 意 見 講 じ た 措 置 等 措置状況

ページ

61-65 ６ 臨床検査業務の プロポーザルの実施に当たっては，十分な参加申込み 令和２年度に実施した当該委託業務のプロポーザルによる 措置済み
委託 期間を設け，業者が応募しやすい環境を整えるべきであ 業者選定においては，業者が応募しやすい環境を整えるため，

る。 参加申込期間を前回の７日間から２８日間に延ばした。
また，一者随意契約をする際に徴収する見積書は，十 また，業者選定後に価格交渉を行い，その業務報告書を作

分な検討が可能となるよう時間的余裕を持って徴収依頼 成している。契約については，徳島県長期継続契約に関する
するようにし，見積書記載の金額そのままで契約するの 条例に基づき，令和３年４月から５年間の長期継続契約を締
は避けるべきである。そして，実際に見積書徴収後に価 結した。
格交渉を行ったのであればその経緯の書類は残しておく （中央病院事務局・病院局経営改革課）
ようにすべきである。（意見）

＜参考：令和2年5月29日公表分＞
令和２年度において，当該委託業務のプロポーザルによる 措置予定

業者選定を行う予定であり，その際には，長期継続契約とす
るとともに，十分な参加申込期間を設ける。

（中央病院事務局・病院局経営改革課）

＜参考：平成27年9月30日公表分＞
プロポーザルの公告期間については，十分な申込期間をと 検討中

るよう検討する。
また，一者随意契約についても，時間的余裕を持って見積

徴収する等，改善に向けて検討する。
（中央病院事務局総務課・病院局経営企画課）

臨床検査業務委託契約について，一者随意契約を繰り 令和２年度において，当該委託業務のプロポーザルによる 措置済み
返す現状は是非とも改めるべきである。仮に複数年契約 業者選定を実施し，徳島県長期継続契約に関する条例に基づ
が必要であるのであれば，条例を改正し，あるいは議会 き，令和３年４月から５年間の長期継続契約を締結した。
の決議を経た上で，締結すべきであって，運用による条 （中央病院事務局・病院局経営改革課）
例や手続の潜脱は許されない。（指摘）

＜参考：令和2年5月29日公表分＞
令和２年度において，当該委託業務のプロポーザルによる 措置予定

業者選定を行う予定であり，その際には，平成２８年１０月
に一部改正された「徳島県長期継続契約に関する条例」に基
づき，長期継続契約を締結する。

（中央病院事務局・病院局経営改革課）
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＜参考：平成27年9月30日公表分＞
複数年契約については，長期継続契約に関する条例の改正 検討中

等，関係部局との協議を進める。
（中央病院事務局総務課・病院局経営企画課）


